
42
00

4
20
0

33
00

2
40
0

3
80
0

4
00

3
80
0

20
00

20
00

3
00

1
50
0

9825 3050

2000
400

20
00

20
00

44
00

60
0

42
00

22
00
0

4
60
0

40
0

40
0

4
00

4
00

43
00

2600

576
0

11
00

2
00
0

2600 1275

4
0
0

400

400
600

400

40
0

40
0

40
0

60
0

56
00

縮尺：1/200

津市下水道局下水道建設課事 業 所 名

縮　　　尺

図  面  名

施工箇所名

工　事　名

図面番号

平成29年度　下建下施公補第１号

極楽橋ポンプ場（雨水ポンプ井）耐震補強工事

津市東丸之内地内

1/191:200

全体平面図

※この図面はA1サイズを原寸とする。

今回施工範囲
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ポンプ棟底版補強範囲図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　壁　補強範囲図 
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ポンプ棟壁補強範囲図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　壁　補強範囲軸組図
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ポンプ棟壁補強範囲軸組図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　補強範囲断面図(1) 
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ポンプ棟補強範囲断面図(1)

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　補強範囲断面図(2) 
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ポンプ棟補強範囲断面図(2)

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　柱　補強範囲図 
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ポンプ棟柱補強範囲図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　梁　補強範囲図
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ポンプ棟梁補強範囲図

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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ポンプ棟補強部材リスト(1)

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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25

25

断　面

背面側

既設部材厚さ

既設鉄筋純かぶり

既設鉄筋純かぶり

主筋(既設鉄筋)

主筋(既設鉄筋)

STP(既設鉄筋)

STP(既設鉄筋)

補強鉄筋径・ピッチ

施工側

-特記事項

補強鉄筋長さ・削孔長

セラミック定着型せん断

FG1符　号

位　置

800

50

φ13

φ13

50

2-D19@250

720

25

25

-

FG1

800

50

φ13

φ13

50

720

B × D 1000×800 1000×800

4通/B通-C通間

5通/B通-C通間

6通/B通-C通間

7通/B通-C通間

2-D29@250

25

25

-

800

50

φ13

φ13

50

720

1000×800

FG1a

4通/A通-B通間

25

25

-

800

50

φ13

φ13

50

720

1000×800

FG1a

5通/A通-B通間  B通端

6通/A通-B通間  B通端

7通/A通-B通間  B通端

25

25

-

800

50

50

720

1000×800

FG4

φ10

φ10

25

25

-

800

50

50

720

1000×800

1-D29@250

FG5

B通/3通-4通間
B通/5通-6通間

B通/6通-7通間

φ13

φ13

25

25

-

800

50

50

720

1000×800

1-D29@250

φ13

φ13

FG5a

B通/4通-5通間

B通/7通-8通間

梁 補強部材リスト(鉄筋補強工法)

2-D29@250 2-D29@250 2-D25@250

ポンプ棟　補強部材リスト(2) 

津市下水道局下水道建設課事 業 所 名

縮　　　尺

図  面  名

施工箇所名

工　事　名

図面番号

平成29年度　下建下施公補第１号

極楽橋ポンプ場（雨水ポンプ井）耐震補強工事

津市東丸之内地内

10/19Free
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※この図面はA1サイズを原寸とする。
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ポンプ棟補強断面配筋図(1)

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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ポンプ棟補強断面配筋図(2)

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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ポンプ棟仮壁配筋図

※この図面はA1サイズを原寸とする。
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ポンプ棟　底版　鉄筋補強工法　補強配筋図
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ポンプ棟底版鉄筋補強工法補強配筋図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　壁　鉄筋補強工法　補強配筋図(1)
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ポンプ棟壁鉄筋補強工法補強配筋図(1)

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　壁　鉄筋補強工法　補強配筋図(2)
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ポンプ棟壁鉄筋補強工法補強配筋図(2)

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　壁　鉄筋補強工法　補強配筋図(3)
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ポンプ棟壁鉄筋補強工法補強配筋図(3)

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　ハンチ　撤去・復旧範囲図 
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ポンプ棟ハンチ撤去・復旧範囲図

※この図面はA1サイズを原寸とする。



ポンプ棟　ハンチ　復旧配筋図
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ポンプ棟ハンチ復旧配筋図

※この図面はA1サイズを原寸とする。


